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４月６日（火）に１学期始業式を迎え、

令和３年度がスタートしました。そして、

新たに３名の先生が私たちの新たな仲間と

して着任されました。

始業式の話で、「人は見かけによらない」

という話をしました。相手の人と対話する

中でその人の本質が見えてきます。是非、

じっくり話をして相手のことを理解してく

ださい。また、そのあとに、「学校をより良い方向に創っていくのはみ

なさん自身です。そして、そのためには、みなさんの力が必要です。」

とも話をしました。

元気に新年度を迎えられたことに感謝し、学校、家庭が一緒になり、

お子様の成長をささえてまいりたいと思います。

４月８日（木）桜は少し散りましたが、穏やかな春の日差しのなか、

令和３年度の入学式を挙行しました。新入生のみなさんは、担任の先生

の呼名に大きな声で返事をしてくれていました。

式辞の中で、私は新入生の子どもたちへ「『おおきくなる』ってどん

なことだと思いますか ?」と問いかけました。その後、『おおきくなるっ
てことは・・・』という絵本を読み、「考えることが大切だ」とお話し

しました。続けて、「お友達にこんなことを言えば、ケンカにならない

か？嫌な気持ち、悲しい気持ちにさせないか？よーく考えましょう」と

話をしました。みんなが楽しく学校生活を送るためには、まわりのこと

を考えて生活することが大切です。今週から教科の学習がスタートして
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います。授業の中で、分からないことがあれば、すぐ諦めるのでなく、

ゆっくりで良いのでよーく考えましょう。

保護者の皆様には、どのような些細なことでも担任を通して、相談い

ただけますようお願いします。


